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「かまくら市民活動フェスティバル」でのPI活動報告
鎌倉市自治基本条例策定市民会議

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　橋爪幸臣
　

　去る5月20日（火）から25日（日）の６日間、鎌倉市生涯学習センター・鎌倉で、NPOセンター設立10周年記念企画「かまくら市民活動フェスティバル」が開催されました。
当市民会議も参加し、下記３つのPI活動を成功裏に行うことができました。市民会議の皆様や経営企画課職員のご協力に深く感謝し、その概略をご報告致します。

なお、今回は市民活動フェスティバルということで、幹事会と策定支援部会・推進委員会・市民活動チームが中心に準備しました。（会議３回、作業2回、搬入8人、搬出3人）
（１）展示パネルと説明　　説明員延べ19名　　素案大綱案を340部手渡し
　　　
・1階ロビーに4枚のパネルを展示しました。下條さんのパネル原案を準備会議で検討し、全体会でのご意見も反映しました。素案大綱案に基いたわかりやすい内容とパソコンを駆使した小田切さん、平倉さんらの労作パネルは大変好評でした。
（２）シール投票　　　　　担当者延べ21名　　投票者1,001名
・1階入口で合計1,001名がシールを貼りました。
・「自治基本条例を知っていますか？」　知っている：401名　　知らない：600名　
　・自治基本条例について話をするきっかけづくりに効果的でした。
（３）公開討論会　　　　　参加者４０名以上　　協力：経営企画課
　　

　 ・25日（日）午前10時から12時、地下ギャラリーの平場で議論しました。

・橋爪幸臣代表が、冊子「5分でわかる市民自治」を資料に、基調報告30分
 ・コーディネーターの小泉親昂策定委員長から素案大綱案前文の提案説明15分　　　

・討論70分　テーマ：「鎌倉市自治基本条例の前文をどうするか？」
　　　討論者　山田直人（鎌倉市議会議員） 戸原耕蔵（鎌倉市経営企画部長）
幸道和宏（大船町内会会長）渡辺公子（鎌倉市市民活動センター運営会議
事務局長） 宅見正雄（鎌倉市自治基本条例策定市民会議　副代表）
　　　　　　　  郡司春乃　（同上）　山村みや子（同上）　　　
    ☆討論の概要についてはニューズレター次号をご覧下さい。
